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千葉県におけるイエバエの殺虫剤  
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ごみ埋立地のイエバエの殺虫剤感受性と駆除実験  
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Summary  

Thesensitivitytoafewkindsofinsecticideswasinvestigatedonhousefliescollectedin“garbage  

reclaimedland”inYachiyoCity．   

ItwasfoundthatthisvarietyhasahighresistancetoMalation（over250pg），fenitrothion（over  

250FLg），Diazinon（40FLg）andCiafos（50pg），butshowsahighsensitivitytoresmethrin（0．006pg）  

andprothiophos（0．860pg），Which，therefore，havebeenfoundeffectivetothatvariety．  

AIso，a20％emulsionofprothiophos，Whichwasfoundeffective，WaSuSedincontrolofhouse－  

fliesingarbagereclaimedland，andhasbeenfoundextremelyeffective．  

Ⅰ 緒言  

鶏畜舎やごみ埋立地はイエバエの大型発生源として，  

しばしば問題になっている。また，このような場所のイ  

エバエは各種殺虫剤に対する感受性が一般r棚こ紙卜して  

いることは前報1）で報告したごと〈である。   

本実験は殺虫剤の散布歴の明かな，ごみ埋立地を選び  

殺虫剤感受性の変化を調べるとともに，現市販殺虫剤の  

駆除効果について検討し，若十の知見を得たので報苦す  

る。  

ⅠⅠ実験材料および方法  

実験は薬剤感受性を調べる室内試験と実用製剤の駆除  

効果を調べる野外試験を行った。  

1．薬剤感受性に関する室内試験   

供試昆虫：実験に使用したイエ′ヾエ〟7イぶC（Jd〔用言どぶ／才c〟  

Linnさ，1758成虫は八千代市上高野138－7，八千代市環境   

1）千葉県衛生研究所  

2）医動物研究室研修生，現在，イカリ消毒技術研究所   
（1981年10日6日一夏環）  

部清柑事務所で昭利55年6月19日に採集した八千代  

80A系と昭和55年10月23日に採集した八千代80－Bで，  

いずれも研究室で大童飼育した羽化後4日から5［］日の  

雌成虫である。   

供試薬剤：実験に使用した殺虫剤はMalathion  

〔0，O－dimethylS（1，2－dicarboethoxyethyl）dithio－  

phosphate〕，Fenitrothion〔0，0dimethy10一（3methyl  

4nitrophenyl）thionophosphate〕，Diazinon  

〔0，0diethylO，2isopropyl4methyPyrimidylL（6）  

thionophosphate〕，Fenthion し0，0dime－  

thylO4Lmethylthio3methylphenylphosphoroL  

thioate〕，DDVP〔0，0dimethy10L2，2dichlorovynyl  

phosphate〕，Ciafos〔0，0－dimethyト0－（4CyanOP・  

henyl）phosphorothionate〕，Prothiophos〔2．4－dichlo－  

rophenylethylSpropylphosphorothiolothionatee〕，  

Resmethrin〔5benzyl3furylmethyl（±）Cis，tranS  

Chrysanthemateおよびγ－BHCc7）9種類である。   

実験方法：実験は供試薬剤をアセトンで所定濃度に稀  

釈し，これを微1†i．注射器でイエバエの胸部背根部へ0，5  

〟lあて処理する通常の局所施用法によった。なお，供試  

虫数は1恒】20頭を用い，1薬剤1濃度区で3回反復実施   
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した。   

2．野外実施試験   

実験場所：八丁一代市上高野138－7，八丁一代市環境部清掃  

事務所   

実施期間：昭和55年6月19］－7月18U   

供試薬剤：実験に使用した殺虫剤は次の製剤である。  

バイテックス油剤・・・”・バイテックス（Fenthion）0，5％  

を主成分とする油剤で，空間噴霧を主目的とする製剤。  

ラビホスP油剤＝…・DI）VPo．3％とAllethrino．03％  

を主成分とする油剤で，空間噴霧を主目的とする製剤。  

バイテックス乳剤……バイテックス5％を主成分と  

する乳剤で，残留噴霧を主‖的とする製剤。   

トクチオン乳剤……Prothiophos20％を主成分とす  

る乳剤で，残留噴霧を主目的とする新しい製剤。  

表1．八千代市ごみ埋立地における殺虫剤散布試験ん‘法  

散布薬剤および濃度  散 布 量り  散布日■2 天候  作業担当者  

1．バイテックス油剤（n．5％）  
DDVP（0．3％）  

2．ラビホスP油剤アレスリン（0．03％）  

3．バイテックス乳剤（5％）  

4．トクチオン乳剤（20％）   

5，バイテックスNP乳剤  

6．トクチオン乳剤（20％）  

180リットル  6fj19「1薄曇 八丁一代市  

180リットル  6f］26【l 晴  ′′  

10倍希釈液180リットル  7月3円 本曇  ／／  
／－  

環境コントロール  

センター  
40倍希釈液300リットル  7fJlOLl 晴  

1n倍希釈液180リットル  7†j14El本曇  ／／  

40倍希釈液300リットル  7fj17ト1本曇  ／／  

＊1 散布面積を3，500m2～4，5nOm2として散布量を計算。  

＊2 散布および事後観察はすべて15時－16時の間に行った。  

バイテックス・NP乳剤‥‥‥バイテックス5％とネ  

オビナミン（Phthalthrin）0，5％を主成分とする乳剤で，  

空間噴霧と残留噴霧をかねる新しい製剤。   

以上 5倖頬の製剤を用し、た。   

散布方法：薬剤の散布は動力噴霧磯により，作業条件   

は表1に記載したごとくである。   

この方法は作業現場で従来より実施されている方法に  

したがった。   

効果判定法：殺虫効果の判定は薬剤散布直後（1時間  

後），24時間後，3日あるいは4日後およぴ7【1後にお  

けるハエ生存数を観察するノバ去によった。そのノ了法は次  

のごとくである。   

1）直接計数法……任意の場所に約30cm四方（1，00ncが）  

の方形区画を設定して，その中に静止してし、るイエバエ  

の総数を数える。試験地区全体で10－20ケ所設定する。   

八丁一代市の実験地では，新しい二、みの搬入地とそうで  

ない所の2つの部分にわけた。   

2）相着根法……約3ncm川角の厚紙に粘着剤を処．哩し，  

試験地の任意の場所に一定時間設置し，そのI川に付着し  

たイエバエ数を数える。   

3）写真撮影法……一定区画の写真撮影を行し、，映っ  

ていたハエ敷から発生量の多少を判定する。   

以上の3方法であるが，2）と3）の方法は1）の結果の信  

根性を補うための補助手段である。本実験では直接計数  

法を主体にデーターを整理した。  

lll実験結果および考察  

八丁・代市ごみ埋立地のイエバエの各椎殺虫剤に対する  

感受惟を調べた結果は表2に整理したごとくである。   

この埋立地は従来より殺虫剤散布が頻繁で，れ畑．Jと  

業者委託のl帖畑二よって実施されている。   

実験地のイエバエの薬剤感受性のレベルを本邦の標準  

系統のひとつである高槻系と比較検．訂すると以下のごと  

くである。   

Malathion：Malathionに対する八Tlヒ80A系およ  

び八丁一代8n日系のLD－50値は高槻系の0．52毎gに対  

し，20叫g以上で，その艦杭惟比は480倍を越えきわめて  

強し、抵抗性がみられる。   

本邦産イエバエがMalathionに対し，全般甘い二感受性  

の低下していることは休（1979）2）によって明かにされて  

いる。二のように，LD5。伯が200〃gを越る場合，本別に  

よる駆除はできなし㌔   

Fenitrothion：Fenitrothionに対するLD5。佃は八T一  

代80－A系，八丁一代8nB系ともに高く高槻系に対する抵  

抗性比は1，錮4伐と2，659倍ときわめて高く，きわめて強  

し、脆杭性系統とし、える。  
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表2．／し千代市ごみ埋立地産イエバエの薬剤散布実験前後におけるLD50偶の変化  

LD50偵（〟g／♀）  
供 試 薬 剤   

八千代80A系  八千代80B系  成＝系  高槻系  

マラナオン  

フユニトロチオン  

ダイアゾノン  

フェンチオン  

DDVP  

プロナオホス  

シアホス  
リンテン  

レスメスリン  

250以上  

173．368  

40．0以上  

12．559   

0．830   

1，256  

50．0以上   

5．0以上   

0．006  

250以上  

25（〕以上  

40．0以上   

7．0   

0．239   

0．860  

50．0以上  

0．006  

0．520  

18．577  0．094  

0．274  

0．869  0．134  

0．301  0．092  

0．306  

0．452  

4．545  

0．026   

Ciafos：Ciafosに対するLD5。値はいずれも5O／（gを  

越え強い砥抗性が認められる。   

しかL，此の地域ではCiafosの使用歴はなく，それに  

かかわらず異常に強い批杭作を示す原因はFenitrothion  

との交叉砥杭州が原山のひとつである。   

γBHC：γBHCについては高槻系と同程度で、抵抗  

件の発達は認められない。   

Resmethrin：Resmethrinに対するLD5。値は高槻系  

よりレ」、さく，抵抗憫の発達は問題にならない。   

以上、八T一代市ごみ埋立地産イエバエの打棒殺虫剤に  

対する感受件はビレスロイド系は別にして，DDVP＞  

Prothiophos＞Fenthion＞Diazinon＞Ciafos＞Feni－  

trothion＞Malathionの順に低卜することが明かになっ  

た。   

なお、殺虫剤散和実験前とその後におけるLD5。値の変  

化であるが、特に大きな変化はなかった。  

二とに，八†一代80B系は従来最も強いとされてし、た広  

川系3）の190．095／（gより高かった。なれ成阻系も抵抗件  

比は197倍で抵抗性の発達がみられる。   

Diazinon：Diazinonに対するLD5。値は両系統とも  

40／（gを越え抵抗性の発達が認められるが，その抵抗性  

レベルはFenitrothionの城に達Lなし㌧   

しかL，今回の八十代系は第1報（1978）りで観害した  

し、ずれの地域のものよりも強かった。   

Fenthion（Baytex）：Fenthionに対するLD5。伯は八  

†▲代80－A系が12．559／∠g，八千代80B系が7．叫gで高槻  

系の0．13毎gに比較して大きく，抵抗性比は93倍，50倍  

でMalathion，Fenitrothion，Diazinonより低くかった。   

成田系は抵抗性のレベルに達せず、耐性の範岡であっ  

た。   

DDVP：DDVPに対するLD5。倍はし、ずれi，／卜さく、わ  

ずかに抵抗惟がみられる水準である。   

Prothiophos：Prothiophosに対するLD。。値はいずれ  

レ」、さく、抵抗性は問題にならない。本品は抵抗性の発  

達Lた地域での代替殺虫剤として期待される。  

一ヽ  
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′ヾイテンクス油剤  ラビホスl）油剤  バイテックス乳剤 トクチオン乳剤 バイテックストクチオン乳剤  
NP乳剤  

閲1．八千代市ごみ埋立地における殺虫剤散布試験結果（前期）  

18－  



千葉衛研報告 第5号16191981年  

Malathion，Diazinon，Ciafos，reSmethrinなどは変化が  

なく，DDVP，Prothiophos，Fenthionでは前回よりも  

食性が高〈なる傾向がみられた。   

Fenitrothionは実験期聞≠に使用しないのにもかか  

わらず前回よりも増大の傾向がみられた。   

基礎実験の結果から判断して，二の：埋立地で効果を期  

待出来る殺虫剤はResmethrin，DDVP，Prothiophos，  

Fenthionなどで，MalathionやFenitrothion，Dibzinon  

では充分な駆除効果は期待出来ない。   

実用製剤による実地試験の結果は図1に整理したごと  

〈である。   

本実験で選んだ殺虫剤は試験実施地の過去の経験と某  

礎実験の結果を基礎にしたものである。   

バイテックス油剤：散布直後におけるハエ静止数は明  

かに減少したが，5口後には散布前と同じ状態に復した。   

ラビフォスP油剤：バイテックス油剤と殆んど同じ傾  

向がみられ，7日後には散布前の状態に復した。   

バイテックス乳剤：24時間後において散布前の状態に  

復し，バイテックス油剤に比較して若干効果の劣る傾向  

がみられた。   

トクチオン乳剤：本則は散布l白二後よりも，24時聞後に  

おける効果が高く，他剤よりも効果「1（Jであった。   

バイテックス・NP乳剤：本則はバイテックス乳剤よ  

りも効果的で，他の空間噴霧剤と同等以上であった。   

以上の結果を総合すると基礎実験で効果的と考えられ  

たDDVP，Baytex，Prothiophosの効果の高いことを明  

かにしたものといえる。   

また，ごみ埋立地のごと〈，状況変化の激しい場所で  

は残留噴霧よりも成虫対策を中心とした空間噴霧が好ま  

しいことを示唆するものである。   

なお，野外実験を継続・いであるので，その結果を得て  

総合的判断を下す子定である。  

IV 結論  

八千代市ごみ埋立地のイエバエの殺虫剤悠′受性につい  

て調査したところ，多くの殺虫剤に対する感受僅が低下  

していることが明かになった。   

ことに．Malathion，Fenitrothion，CiafosおよぴDia・  

ziIlOnに対して非常に強い抵抗性を示すことが判った。   

また，野外実験の結果，新しい殺虫剤Prothiophosや  

ビレスロイドを配合した製剤が効果的であることが明か  

になった。  

＼r 文献  

1）林 見史，藤曲正登，谷【l信昭：千葉県におけるイ  

エバエの殺虫剤抵抗性に関する研究，県内における  

イエバエの殺虫剤感受惟について－Ⅰ，干葉衛研報  

告，第1号，1－3．1987．  

2）林 見史：最近における本邦産イエバエの殺虫剤抵  

抗性と対策について，千葉衛研報告，第3号，6774．  

1979．  

3）林 見史，船城衛介，藤曲止登，加能六郎，野村健  

一：関東以西および九州地区のイエバエの殺虫剤感  

受性について，防虫科学，第42巻，198－203，1977．  

／－  

′■  

19“   




